
平成30年4月5日現在

番号 大学院における必要な科目

□ 臨床精神医学特論

□ 臨床精神薬理学特論

□ 医療臨床心理学特論

□ 障害臨床心理学特論

□ 福祉臨床心理学特論

□ 乳幼児臨床心理学特論

□ 障害心理臨床学基礎論（＊）

□ 発達障害臨床演習Ⅰ・Ⅱ（＊）

□ 発達相談学（＊）

□ 教育臨床心理学特論

□ 学生相談学特論

□ スクールカウンセリング特論

□ 児童・青年期臨床心理学特論

④ 司法分野に関する理論と支援の展開 □ 司法・矯正臨床心理学特論

□ 産業・組織臨床心理学特論

□ 対人関係論

科目

左記Ⅰの5科目の内，①を含む3科目以上を履

修すること

□ 臨床心理査定学演習Ⅰ・Ⅱ

□ 臨床心理査定学実習Ⅰ・Ⅱ

□ 投映法特論

□ 人格心理学特論

□ 臨床心理学原論演習Ⅰ・Ⅱ

□ 臨床心理面接学演習Ⅰ・Ⅱ

□ 臨床心理事例研究演習Ⅰ・Ⅱ

□ 治療構造論

□ カウンセリング特論

□ 臨床アクションメソッド特論

□ 関係論的心理療法学

□ 臨床心理地域援助学演習Ⅰ・Ⅱ

□ 集団臨床心理学特論

□ 家族臨床心理学特論

⑨ 心の健康教育に関する理論と実践 □ 健康支援学特論

科目

左記Ⅱの4科目のうち，2科目以上を履修する

こと

□ 臨床心理面接学実習Ⅰ・Ⅱ

□ 臨床心理地域援助学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

科目

左記Ⅲの10については，必ず履修する。ただ

し，施設の分野及び時間数は問わない。

（＊）

注）

臨床心理学指導・研究コース開講科目：在学中に履修し単位を修得している場合，実践臨床心理学専攻生も

読み替え対象科目として認定される。

九州大学大学院人間環境学府実践臨床心理学専攻における
公認心理師法附則第2条に規定する科目の読み替え対応表

Ⅲ

必

修

上記Ⅲの⑩の履修

⑩ 心理実践実習

省令で定められた①〜⑩の科目について，対応する科目を複数履修していても，それぞれ1科目と数える。

Ⅱ

⑥ 心理的アセスメントに関する理論と実践

⑦ 心理支援に関する理論と実践

⑧
家族関係・集団・地域社会における心理支

援に関する理論と実践

上記Ⅱの4科目のうち、履修した科目数

区分

Ⅰ

履修

チェック

上記Ⅰの5科目のうち、履修した科目数

保健医療分野に関する理論と支援の展開①

③

履修

要件

省令で定める科目名

② 福祉分野に関する理論と支援の展開

対応する本大学院での科目

２

科

目

以

上

2

科

目

以

上

必

修

教育分野に関する理論と支援の展開

⑤ 産業・労働分野に関する理論と支援の展開


